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（千人）（％） 失業率と前期からの雇用者数の変化
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米国経済点描（2008.1.05） 

～2007 年 12 月の失業率～ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 1 月 4 日に米国労働省労働統計局（BLS）が公表した世帯調査に基づく 2007 年 12 月

の失業率（季節調整済み）は、前月より 0.3 ポイント上昇し、5.0％となった。また、同

調査に基づく 12 月の就業者数の暫定値は、1 億 4621 万 1 千人で、前月より 43 万 4 千人

減少した。 
一方、事業所調査に基づく非農業部門の雇用者数（industry payroll employment）も、

季節調整済みの暫定値でわずか 1 万 8 千人増（対前月比 0.01％増）と、11 月（11.5 万人

増）の比較的高い増加から一転して雇用情勢に厳しさが増していることを裏付けた。専

門技術サービス、ヘルスケアサービス、フードサービスを含むいくつかのサービス部門

の雇用増を、建設、製造業の財部門の雇用減が相殺した形である。 
このところ失業率は 2007 年の中で一番低かった 3 月の 4.4％から緩やかに上昇する傾

向をみせてきたが、11 月までの 3 ケ月間は 4.7％の水準にふみとどまり、米国経済の底

堅さの一端をみせていた。今回の一月間に 0.3ポイントの上昇は、ITバブル崩壊後の 2001
年 10 月以来の大幅上昇である。1 月の雇用統計に着目したい。 


